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Sentence Introduction of “Wadentakagyou The latter volume the 
36th～the 53rd” of EISEI-BUNKO MUSEUM
YasukoNIHONMATSU
【凡例】一
　
翻刻は永青文庫蔵『和傳鷹経
　
上下』の下巻部分に該当する
三六丁～五三丁によった。一
　
翻刻に関しては、できるかぎり原文に忠実になるようにつと
め、改行は原本に従った。一
　
明らかな誤字や脱字などと思われる箇所はそのまま翻刻し、
傍らに（ママ）をつけた。一
　
改
丁は」をもって示し （一オ）のように丁数ならびに表裏を示した。一
　
改行は／で示した。
一
　
字体は底本の表記を重んじて旧字体の場合はほぼそのまま翻
刻した。一
　
朱
引き
･
朱線については適宜記載し、 （朱）と示した。なお、
「・」記号はすべて朱書きであるが、それについては、特に示していない。【書誌】所
　
蔵
　
永青文庫。資料番号
3‐
3‐
44
外
　
題
　
表紙左上にウチツケ書きで「和傳鷹経
 上下」 。
内
　
題
　「和傳鷹経上」
（一丁表） 。 「和傳鷹経下」 （三六丁表） 。
寸
　
法
　
縦
26.0糎×横
18.5糎。 【装幀】袋綴じ。
目
　
録
　
上巻の目録は一丁表～三丁裏に記載。下巻の目録は三六
丁表～三七裏に記載。巻
　
数
　
一巻。
丁
　
数
　
五五丁（うち遊紙後二丁）
。
行
　
数
　
半葉一 行無罫。漢字平仮名交じり文。
奥
　
書
　
上
巻の奥書に「右鷹書依
  上意所令書写進上之如斯／明
應五年
丙辰閏二月日／前信濃守神貞通奉」 （三五丁裏） 。下巻の奥書
に「右鷹書依
  上意所令書写進上之如斯／明應五年
丙辰閏二月日／前
信濃守神貞通奉」 （五三丁表） 「宝暦十一年辛巳以宇土之書寫之」（五三丁裏） 。蔵書印等
　
一
丁表、五三丁表、五三丁裏に「財團法人永青文庫
藏」の正方印有り。※当該書の上巻については、二本松泰子「永青文庫蔵『和傳鷹経上下』 （資料番号３‐３‐
44） 「上巻（一丁～三五丁） 」翻刻」
（ 「研究紀要（長野県国語国文学会） 」第
12号、平成
29年
12月）を
参照されたい。【本文】・和傳鷹経下／　
・目録／
一・鷹置次第事／一・餌袋様事／一・水吹事／一・鷹に毛の付事／一・鷹仕作法事／一・荒鷹仕入事／一・同鷹取飼事／一・巣鷹を仕入事／一・鳥屋鷹を取飼事」三六オ一・吉凶日事／一・山神祭
にち祭
　
山口事／
一・山出の時木に書符事／一・同偈文の事／一・鷹狩犬飼装束
　
付墅出作法事／
永青文庫蔵『和傳鷹経
　
上下』 （資料番号３︲３︲
44）
　「下巻（三六丁～五三丁）
」翻刻

二本松
　
泰子
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一・取飼様
　
付取飼くハせ鷹のつくの事／
一・鷹の鳥包丁之事／一・鳥柴寸
　
付鷹鳥懸様同鳥竹にはさむ様餌袋鳥さす様座／
　　　　　　
敷様／
一・鷹鳥屋飼事
　　
以上／
　　　
・鷹置次第事」三六ウ
一・朝と夕とおくへし夜中に一度をくへしこふしにておく様／む可習之也鷹をにかしたらんにハ置餌なく共おくへし／こふしの内に餌をにきりてかくしみせすして斬くのちに／拳の中より餌を取出て飼へ さておきつけぬれハこふしにて餌をはくらいけると思ひてこふしにて渡なり／一・晩景 鷹ハ木にあけて家 てよひかけて耳やすくなす／へし主をしらすへ ／一・いらぬ鷹ハこふしの上よりくる也なつく時は下よりくる也／これを以いる 知なり／一・置之名をハいかにもいろ〳〵かくる也おもくかくるは悪也／一・内にて鷹にむち渡する事むちをもちて鷹をな りて」三七オをけハよく渡る也また才をもおしふる也墅に も如此たる／へし巨細猶口傳有云々／　　
・鷹に餌を飼次第事／
一・新き鳥なれとも上の皮を きてあふらを取て飼へし／すいはたを飼は鷹の鼻たけおこる也又肉色くろ ／耳かたかるへし又古餌は清水にてかふへし冬ハ熱湯／にて赤色をかへて へし餌水おほく入て飼は水
／
に入て鼻たけとなる也／一・鷹 餌を高くもち かえすへきと云病つくさけて／飼は目見へすして晩景の鳥をとらす 云鳥からすひ／きからす餌つゝみの中にあてゝ ふへし」三七ウ一・寸餌あひたの餌ひくえ 云事有いつ も餌を ふほと ／おなし物なれ共飼様 よりて鷹の様も わる也しゝを／ひけハとて餌をすくなく飼事ハ有へからす ゝをひく時は／すの飼をかふひくえと云は骨 也／
一・鳥のかしらをハかわぬもの也又餌をあらそひて湯ともに飼事／あしき也又水にてあ ひて ふ事わろし夏なりとも／湯にて洗て紙につゝみてしほりて飼へしかみともにかひ／つくるかよ 其謂は墅にて口餌なき時帋はかり見すれとも／飼つけられ ハ渡る也秘傳也帋はおはして鷹の薬なり／一・やうしをつかひて歯の内外を能うかひして水を一口含て／きりのことくに先暖ぬあけさまに鷹をみなし せ をほとに」三八オ吹へし両目に吹入よ背より吹た 側より吹へし又塩を飼ハ／くるしからるれ共手の はゝゆ ハ常に病發也心得へし／　　
・鷹に毛のつく事／
一・別の子細なし鷹飼のひんより らす手を洗ハす あせ／たるをよく洗ハぬけのあせ鷹のとく なる也鷹 むかふ
ニ
　
　
ハ／
手を洗てひんをかきやうしをつかひてむ へハ薬となる也されハ／鴉鷹ハ経 手に取かこと といへり／一・鷹仕作法事／一・禁墅の鷹墅は雪ふれともきらハすといへとも雪の朝に ／ゆめ〳〵仕ふへからす鷹飼鷹をかなしめハ鷹おゝく飼より なしむ／鷹飼鷹をにくめハたか鷹飼をうとむこれをよく〳〵さとれ」三八ウ一・秋鳥屋を出さゝる時とやにて肉をおとして出 すえよ又／骨餌は女鳥のくひ骨をかへかりはしかみを飼又かた塩をか て／水よりかへ秘へし口傳有也水をあひせよ又常に湯 ぬるく／して餌を入てかへとや鷹に肉をこしらゆる ハおとして取飼て／次第にかひあけるさて肉 たかき ハ鷹の心に随へし又／常におくへし荒鷹をすゆるにハ外へすへて出へ らす夜
ニ
／
すへて手にて へ をさし身振をもして手袋よりひん／とするをもてなしたるとハ云也其後肉 おとし 吉／
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餌をくハすハ夜すへをすへし又架に餌を給て置ハ食也／うちおろしの鷹ハ二日も餌をくわさる事ありくるし／からす鶻
こえたか
も大鷹も夜を返すに日数ハ定るといへとも定／
りなし鷹にしたかうへし一夜にても脇へかゝり口餌を／よくひ は夜を過して其儘曙に墅へ出て五打程まて／すへて次日むきを見て呼へし大緒わたりなとせハも／みて手はなしをせてすへ 口餌いか も新物をこしらへ細々ひかすへし一口二口には過 からす餌をぬる湯にて／洗へし水はう作しとむ湯はよくすくなり湯 しめて」四〇ウ飼へし鷹いり〳〵とせんと まつ ゝを飼へし巨細故実
ハ
／
口傳有也／一・荒鷹にはやくおこえを聞すへからす聞ぬれハ耳かたしね ／なきはかりにて可呼也／　　
・荒鷹取飼事／
一・鳥を用意して狩 立たる夜に合てつ れをかた て／はめたらハぬくめてもちたる鳥を取出し咅して飼へ ／はめたる鳥をたてんとすれハ犬におそれ又はおとろ て／立はしりぬれハのちにくせになる也然間ぬくめ鳥を飼
ハ
／
はめたる鳥を取たりと心得間次の日ハ又いろ〳〵と見ゆる／なり」四一オ一・荒鷹を七日に合事いま 足緒をさゝぬさきに んせりをくみの／さね引と□
たららし引ともいふ
雨水
其地の水の
流合の水と云ねやし合て／
鳥の肉をうすくすきてつゝみて飼へしさて足緒を／さして起して其夜はみとりのほこにつなくへし次日よりすへ／ぬれハ物にもおとろか 髟るをかれなつく也水をあいす六日七日にならハそゝくあるへからす鷹の心むきを見て／ゑすき所なくハあかすへし をすきものならハ二三日も合す／へからす合様ハ ゝめ餌を飼へしもし十 をも過ハち／からえをかふへし子なりとも二人に しゆへ らす鷹を／たしなむ事つかひつけの鷹ハさうな 矢一からすよき／鷹ハ一代に一といへり鷹の命 事ハ一日十まていくへし」四一ウ
置餌を以をけす装束をして晩景の比さはやかなる木に／あけて鷹の顔をつねにみるに物に目をかくる事あり其時
ニ
／
肉よしとみて墅へ出てはやらん鳥に手はなちせよゆめ〳〵」三九オひくへからすひきつなハ手とりする事あり／一・相のとくのほりたらん鷹を尋て仕へしをかんときハ置縄／をさしてす へしまつ夜々す て三回もすへへし一夜／ほこになつけて夜明さらんとりてすへよ鷹をすへむけ／さらんにほかへ出す へからす鷹 んうしろに物をおきおとろく／様にすへからすものにおとろき鷹くせ きてハいかにた ／なめともなをらさる也其儘鷹おとろき 仕ハれ して／そんする事あるへし能々おきて浮誠に入たる時くせ ぬ／なり猶々物におとろかん事あしかるへし十日すへ も／一度物におとろきぬれハ又荒鷹よりもなをあ き也 ／見めもわろしいか しつ にして とろかぬ様にすへし様こ」三九ウおヽくしるしたれ共これらのまゝ也／一・鷹尋常に仕やう又御所鷹仕様ともあり心 尾をこ 腰を廻／またちかくと取穴とりならしぬれハ名羽 ひた と見し ／ひとよりなれ共とりかふへし鷹を賞翫の儀 り常よりおゝく／餌もかふへし おもしろき羽とひ 餌をハおヽくかひ／けりと心有鷹ハ知る也おハ てよき 飼といふハ三より四より／にはすきすきうなる時は七より すへからす兄 ハ二より／三よりにはすきすきう 時ハ四よりにハすきすた かひの／したの毛う くかさりおとさす尾助をすゝかさすほらの／毛をおとさぬを尋常の鷹飼とは云 つかハすともきよけ／に有へ 」四〇オ　　
・荒鷹仕入事／
一・信遠国上落の鷹を 一日二日もくらき所につなきて可休其後／
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・君古哥云
かかふくちけのとやの毛の数は百十かへりのやかたをの鷹／
　　
巣鷹を仕入事／
一
･
尾羽やう〳〵おひそろいたらん時にハとりのあか女鳥をむね
の／肉をこまかにたゝきてなまぬる湯をおゝくしめて飼さて／其後やき塩をかふへしいまたのり毛の時はわらにてふこを／作りてよもきから蓬をしハ〳〵しくへし餌あたら きより／ほねをよくたゝきて飼へしのり毛つはな つはなすり／まてハ餌をおゝく新敷を骨身をよくつくりてあらハすして／飼へし又むらこになりぬれハとき〳〵餌を洗て日に二度かひさたむへしのり毛つはな毛つはなすりの時 ふ にて を／かひぬれハ毛羽骨躰悪しさてつはな毛より足緒 さして」四二オ大かこ若ハさしこに鳥やをさしてふこ から入へしゆかけ／をさして常になふるへし又物をよくみ つく 後ハあかけ／よりも物おとろきもする間能々心得てな りあつかふ さて／又むらこになりやう〳〵尾 生れ揃ふ時分にかこ つな ／ていかにも〳〵日によく〳〵あてよ日にあ つくるさへあかけ／とのやうにもなくあつ りをする也水をハ尾羽そろひて二三日／又は毎日にも常にあひすへし尾羽揃ひなハいかにも手 ハな／さすすへしよくすへ付てをき縄 てをきにたし〳〵細々／に置へし巣鷹にあかけよりも大事あり のみ つきて／あさゆるも心もわろし又おとろきをしあら 大事也／市すへをよく〳〵すへし鷹いろ〳〵と見えハときよろは 」四二ウ飼へし又物を見せて何にてもはやらん物にあハすへし／一・鳥の骨はとや鷹にかふほとかへ三回は足緒 なから ／ぬる湯をあわせ装束せぬさき 水三度あひせ三日の程／石灰を三度かふへし ころを三度飼也其後四日 いふ事／申の時にあわせよゆふ阝ハはなして十日こ らへて十塩を三度かふへし／　　
・鳥
とや
鷹を取飼事／
一・とやの内にてにハとりの赤女鳥の肉を細にたゝきて水をたか／しめてかへさせ其間かたしほを飼へし第一 薬なり水を／かふへし一日に水を三度あひせ餌はたちはなほと飼へ／し水は五日に 度あひす」四三オ一・塩を飼て其夕かたいのこつちの根からすの羽まふしを／水に出 てそれに餌をひたしたちハなほとかふ 湯を／常にかふへし六日三度水をあひすへし又夜取澤の水／をかふへしさて申の時合する也
是ハ七日内に合する薬なり
一・大鷹なとに女雉の頚の骨に らはしかみのわつ に／ませてかふへし又湯を常に飼へし湯にてハう す／くへし水はうちし む 又とりかわぬさきにハ肉／をひきてとり飼ぬれハ肉をあくへ 但鷹によるへし／つよくあらき鷹をはやく墅又はそとへ出せハ入ぬる也／すへおりてみふるひ もし又かへりをもさし 手袋をも／ひかハ墅へ出して吉置餌にて呼へし肉をひきさま 」四三ウ肉をは拵物也其後に装束をしてまた墅 出して物をも／みハ肉をこしら てよきものに手放をすへしはやるもの ／ひくへからすたとをる事有／　　
・鷹吉凶日事／
一・吉日
　
寅申／
一・忌日
　
戌午未
　
昔人に鷹を渡すへからす万忌
／
　　
未日ハ鷹の行年也午日ハ本命日也万事忌へき也／
　　
・山神祭
号
　
　
祭　
山口事／
一・犬飼山神祭は先玉女の身に向て笠 ぬきて置鳥の羽／を三ぬきて笠をきて春は女鳥をもちい四方鳥の羽／をハ緑の羽と申也再拜の比郷里に祝ハれ給ふ有 」四四オいむせゐの御神を吉日良辰を以玉の男鳥玉の女鳥を／ならふもの也郷鷹の聡あく羽 やく御馬の障たいらかに／犬飼の聡而御犬 鼻明り不誤鈴の聲高く谷 こさ／す心順をこさす玉の男鳥を一日千数とらせ給 真金の女鳥／上毛下毛奉て架上にすゆるま 足 鳥練し給へ／
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・山出の時木に書府事／
一・
　　
急々如律令／
山墅の鹿鳥万の狩に出る時柳の木に此府を書て懐に可／持也／一・鷹を仕人墅に出る時此文を唱へし
　
三篇／
　　　
帰命日天子
　
本地觀世音」四四ウ
　　　
為度众生故
　
普照四天下／
　　　
一称一禮者
　
滅罪除苦
　
悩／
　　　
現世安樂國
　
臨終任正
　
念／
一・諏訪大明神御記文
　
三返／
　　　
業尽有情
　
雖放不生／
　　　
故宿人身
　
同證佛果／
　　
・鷹狩犬飼装束
　
付
　
墅出作法事／
一・鷹飼の装束ハふしくゝりの水干に大目結のあかね／そのきぬにすそこのはかまに帽子をする 黒色也／腰蓑をあてゝもゝぬきのもくつをはく也餌袋にハ男」四五オ鳥をさすへししたけを見せよ口傳有也／一・鷹飼は家を出るより笠をさすへし若ぬかんとおも ゝ／頚にかくる也常にせこをいさめよ春秋は笠を着／冬は帽子をする也／一・鷹飼墅に出 には一町に或ハ二度或ハ三度犬 よふ／墅におし入て馬の足を七度歩せほたい聲 三聲／あけよ鷹を第一番 ハ女鳥にとりかふへからすとり／かひつれハ七度ま ハ女鳥につくなり心得へし／一・こふしの事
合時のき也
なけこふしみをこふしにて有／
なけこふしハ鷹を脇にかまへて 頭を出すなけ／つくる也みせこふしハさし出て見す これらハ鶻也」四五ウ大鷹はみねに高くさし出て鷹を構てとさけひ きゝ／て鷹をいたすせこ犬飼ハ谷そこをふみあかりふみくたりかる／へし／一一本云
・犬飼の装束ハ赤革の袖に口傳有也無数のみなふすへかわの／
袴を着すへしくゝりを結ふなり／
一・犬飼犬をはなす時笠を頚にかけて狩杖を右の方につき犬と／鷹に鈴さして後笠をきる也／一・犬をよふ聲打出て三聲つかれにはむかはきのすそを和らかに／うちて聲を出すへし一町に一度 を出て草を打是を／童杖と云心に入て犬を放はしめに此木をたゝきて入へし／鳥さけひて三 返かやまた労の鳥を見て犬をいるし
ニ
　
　
ハ」四六オ
すこしやすめて入へし犬鳥にあたらさらん程ハやり聲をす／へからすあたりなハさけふへし／一・犬飼又ハせこ鳥を見つけたる時の事犬飼又ハせこにても鳥を／鷹狩の方へものなと云へし其 は打とゝのへよと云心也／其ときはたかもちたゝおひ立よと答へし但其時の様 ／よりて答へし／一・犬飼は犬をはなたさ んほとはほたひ聲をあくへ ／鳥たゝはいたくさけよ
鳥さけひと云也
一町に一度つかれ聲をする也／
つかれこゑと云 けいと云也けいとは鳥と云心なり／またたつそとも ふ也けい ふといふ 鳥立そとをしふる／心なりほそ〳〵とおめくハ鷹をよふなり鷹をお も」四六ウいへり鳥をおふかゆへに唐人おふといひしをこゝにて和して ／といへりくちそと鷹を云ハ本朝にて具といゝしものか／ちえにて鷹をつかひ始し 其名を取てくちなと云也／なつくる時すこしつゝ飼餌 くち餌 云ハ此 きの われ／なり三条院御宇にな け餌とも云也又つかれ 時ハ を／せゐして侍へし笠をぬき手にもちて杖を右のかたにつ／けてよれ犬を入ときはわらハ杖を打て入るゝ也
十王のかせきの杖に同キ故也
／
犬のあしからんほとはつかれをあらくやれ犬 はなた らん程は万／事をしつめてのとかに たい聲 あけよ鳥 ゝハ鳥さ／けひをせよ又鷹おく て鳥はしりぬけハさ へおつ きて／かためは鷹のむきたらん たより によ て鳥の足」四七オ二をそろへておもふほとむしらせてさてひさにはさみて押／
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ころして飼へし生たる血をかふ事ハ鷹の毒也それ夜いこ／かせと云病つく也押ころしても鷹を休め鳥をさまして／かふへし口傳在也／　　
・取飼様
　
付取飼数くはせ事鷹つゝ 以下
／
一・鳥を取たる時巣鷹も又あかけもとやたかも又山かへりも／いかにもかりよりて足を取て取よりて鳥をおし殺／して女鳥を右脇男鳥をハ左の脇を小力にてかき切てまる／をぬきて飼へし女鳥のまるハ右にあり男鳥のまるハ左にあり澤又谷川なとのはたにてかふへし鷹の顔 水 ／そかくへし水をすくい けて鳥をよくさまして 」四七ウむねを常の餌三分一ほ かふへしくちはしを洗鞭にてはしすらすへし水 かけられハうちもすき又ち き千百も／なかるへしこれハいつれも同し事なり鶻に鳥をかふもさ／まして飼へしあつきちをかゑハ大鷹小鷹共あ け／出くるやは待しなり又病つくへし／一・鷹に鴈をと せてハおゝく わぬ事也少 き也故実／有也萑三ほとハ返 也一二ほとハかふへき也／一・
一本云
うさきをとらせてハへに肉をかふ也ほうの肉也／
一・
一本云
鳥くはせの口を羽ほろをぬきてましゐぬいにぬいておく也／
一・鶻取飼事うつら小鳥いつれもか ら む 也くひの／中ほとゟむきてそのかわをきせてそゝけぬやうにする り」四八オくそ袋のうへよりむねのへんまてかわを きてむね 二三にうへよりおりてくそ袋のかたへひつくり はほね 出也／さてかひてのちかわをうへにきせてそゝけぬ様に る也／一・鴨をとらせてハかい方の羽うらをかふ秘事也／一・鷹を取飼数事／一日に を飼二日に二をかふ三日に三を飼四日 一 ふ五日に／五をかふ六日に一を飼七日に二を飼八 二 九 三十日に一を飼又五を飼／・右努力
云
　
　
々五に過へからす是にすくれハ鳥を取に不能也又命／
もなし様も疲也又云鷹に鳥を取かふ様水のはたまて／鷹の顔に水をそゝきて鳥の左のむねを破て肉をひきて」四八ウ水をかけて血をまふして飼あ 玉のつきもを飼又鷹の／命廿一さう経 見えたり命長相有といふとも悪すれハ／其命短仕有と よくすれは命長也毒の餌 かふ／へからす／一・つゝの事大鷹ハ七兄鷹ハ五／一・鶻つゝの事鶉廿を云
小鷹餌袋鶉廿入程に一回よりこしらへ候
仕とて朝の／
狩に雲雀五十夕 狩にはひハり五十とらする ねりひはり／の時の傳也／・鳥柴の寸
　
付鷹鳥掛様同鳥竹にはさむ様餌袋鳥さす様座敷にかけ様
／
一・大鷹／・春は桜
又ハ柳
秋は柴
禁墅より日次の贄を侍也此等を五尺ニ切也鳥を付柴木様秘傳也
」四九オ
冬は松
　
三季は以椎柴木也然時之風用事雖為略儀有其謂也／
雉を付す鳥と木の間五 也又は結目 きはにも付也／上を少おきて結てもつくる又一結しても杖に掛ても出也木／のえも鳥 也／・掛様一の枝に男鳥二の枝に女鳥を付也
男鳥ハ左女鳥ハ右
一の枝の／
事木はもとより末を三と申たとへハ見る所ハ男鳥は／下枝女鳥ハ上枝 付し枝に付しと申候へ共もと木の枝との／きはに付し物にて候但春は女 を一 枝に付 男鳥二枝／右に懸也／一・山の鳥をハ根藤 是を懸うしろにかくるなり結目 寸／はかりおきて片結にする也女鳥男鳥により 片結」四九ウ順達有へし左右の心也めんとりハ藤 わりて是をかくる也／木につけすして掛時は上を手一束ふして結て切也／一・田物はなわにて掛也前にかくるなり／一・是をかくる様飼方の面になる様に四 たを引そろへ ／下に二まきして十文字 して結てかくるな うしろ足を飼方の上に成へし藤にてもなわにても掛也／一・鷹鳥座敷にかけ様事大鷹の鳥をハ座敷の上へ向て懸也兄鷹の鳥をハ下座へむ 掛也但何も飼方を
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おもてに向て掛
云
　
　
々／
一・鶻萩荻鶉以下之小鳥をは帋捻にて懸也又草に付る／ときは草の葉 ても付る也かけ様大方同前寸は」五〇オさたまらすよきほとにする也／一・鶉を竹にはさむ事鳥の頚と羽 いをはさむなり／あにいをよきほとにすへし女鳥男鳥によりてみより／たなさきの羽 少出る様にはさむへし／一・餌袋 鳥 す事鳥を餌袋にさすハみのかたへ脇の／方のなる様にさす也しかれハすなハち鳥の面に成／なり大鷹の は男鳥是をさす兄鷹の餌袋／には女鳥是をさすなり／　　
・鷹鳥包丁事／
一・飼方を本に包丁をあつるなり／　　
・鳥屋餌事」五〇ウ
一・繋とやといふハ架・
架のたけ三尺五寸又は二尺ニ寸廣さ三尺二寸に
／
細縄をつよく引はりてもとをしのほゝの穴に おして／鷹あなたこなたへ行ハ しるやうに る是をハはしり／架と申いかにもくらくすへし是はとハせもせすあや／まちなし鳥やをいたりてひろくすれハすゝしきと ひよろつにわろし毛 おとしかたしはしり架 とやハ／例式のつなきとやのことくにしてせ く闇々して／日の一日によくあたる所 すへ 桃の木の下にて飼へ／桜の木を架にせは病つかすと
云
　
　
々但躰に埴へし／
朝日のあたる所 東むきに て南西の日にあつるを／よしとすいかにもよき餌のあたらしきをかふへし」五一オ一・むす鳥屋の事是はいか もとやをちいさ して水 入すしてまわりのうち は もきからよもき かけまた／そとうへには雨のもらぬやう して鳥のこえ あつ ／かくへし日のあたる事ハいつれも同し事也此とや てハ／常に人參散をかふへし毛 よく落て生る時ハむ ／もの鳥のこえをとるへ ／一・例式用鳥屋ハ
放鳥屋也
四方を板にして上をハ棟を／
出て片棟をハ橋籠にして雨を入日にあつへし水／をも入あひすへしむしとやと云是ハ足緒を切て／入へし放鳥屋といふ／右卯月八日に東へ立妻鳥
一南には川鳥を妻といふはしなる心也
」五一ウ
一よりに取飼て に入へし是を忌飼と云也かくて／七月十一日にいたすへし又五月五日にとやこめて九月九日にいたす時七月十五日の聖霊のはしを取てあつめて／たい松にして出す夜ならてハ出 からす此故に／鷹を箸鷹と申也先とやの内に 肉を引て鷄の／赤女鳥のむねの肉をたゝきて湯をしめて飼て／うちをすかすへしさてまた塩を とや 中／より肉をこしらへて夜人静て出すへし懐様また／取飼様箸鷹におなしく故実在也／一・鳥屋へ入てむつくる事鳥屋 いたし かふ／なり餌をすこしつゝかふ也」五二オ一・鳥屋こむるときハ あふらを合 付と又夜取／澤の水を飼へし忍澤の水とい なり／右鷹書依
　　
上意所令書写進上之如斯／
　　
明
（朱）
應五年
　
丙
　
　
辰閏二月日／
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奉
　（ 「財團法人永青文庫藏」の正方
印」 ） 」五三オ
宝暦十一年辛巳
　
以／
宇土之書冩之／（ 「財團法人永青文庫藏」の正方印」 ） 」五三ウ【付記】本稿をなすにあたり、神長官守矢史料館の柳川英司氏からご教示を賜った。感謝申し上げます。
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